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前回は日本バイオスティミュラント協議会の紹介をさせて頂きました。今回は、バイオス

ティミュラントの歴史を紹介しますが、言葉のとおり外来語ですので、海外からの歴史とな
ってしまいますが、どうかご容赦ください。 
そもそも、バイオスティミュラント（Biostimulant）という言葉はいつから出てきたので

しょうか？調べてみると 1980 年代には学術文献や学会の要旨などに記載が見られます。
1990 年代には頻繁にみられるようになりました。その頃の文献を見てみますと、海藻や腐
植、タンパク質加水分解物の効果に関しての記載が多く見られます。その頃から特に明確な
定義があったわけではなく、それらを用いた効果をバイオスティミュラントと呼ぶ風習の
ようなものがあったのだと思われます。2011 年には EU で実業団体が EBIC（European 
Biostimulant Industrial Council）を設立し、バイオスティミュラントの議論を行ってきまし
た。USA でも 2011年に Biostimulant Coallitionという団体が設立され議論を行ってきたよ
うです。 

2015 年にベルギーのリエージュ大学の Patrick du Jardin 教授が Scientia Horticalture 誌
に「バイオスティミュラントの定義、概念、主な分類、規制」という総説を出し、これがそ
の後のバイオスティミュラントの議論を行う上での柱となりました。時を同じくして、カリ
フォルニア大学デービス校の Patrick Brown 教授が Frontiers in Plant Science 誌に「農業に
おけるバイオスティミュラント」を寄稿しました。この 2人の Patrick は今では毎年開かれ
ている国際会議 Biostimulant World Congress の Co-chair として世界のバイオスティミュ
ラントの議論を牽引しています。今年は 2 人が共著となっているバイオスティミュラント
の総説が複数出ており、バイオスティミュラントの歴史や課題、今後の展望などが述べられ
ています。これらの論文はオープンアクセスとなっています（下記にリスト記載）。最近は
ブラウザに自動翻訳機能が付いていることが多いので、是非ご参考ください。 
法律や規制の観点からみますと、EU では 2019 年に農薬規制にて Plant Biostimulant の

定義がなされ（図）、Plant Biotsimulant は農薬から除外することが明記されました。さらに
ほぼ同時期に、3 年後に肥料規制にて Plant Biostimuant が運用されることも発表されまし
た。2022年からは Plant Biostimulant は Fertilizing productsの一つの分類として運用され
ています。ややこしいのですが、EU の場合は、Fertilizing productsの中に、肥料（Fertilizer）
や土壌改良資材（Soil improver）があり、日本とは枠組みが異なる点も特記すべき事項です。 

USAにおいても 2018 年の農業改良法及び Farm Bill で Plant Biostimulant の定義がなさ
れました。2019 年にはアメリカ農務省（USDA）が２つの代替定義を提案し、そのうちの
一つが 2022 年のバイオスティミュラント法案で使用され、その後の主流となっています
（図）。バイオスティミュラント法案では連邦農薬法（FIFRA）から Plant Biostimulant を



除外すること等が提案されていますが、2025 年現在未だ成立していないようです。こちら
もややこしいのが、連邦農薬法（FIFRA）は環境保護庁（EPA）の管轄なので、農務省（USDA）
とは異なる省庁になります。さらに肥料は州単位の法律で運用されており、かなり複雑だと
思われます。 
色々と複雑なことを書いてしまいましたが、EU の定義も USA の定義も共通しているの

は「栄養成分とは独立して」、「栄養素の利用効率を高める」、「非生物的ストレス耐性を高め
る」といった文言が入っており、定義自体は似たものになっています。また、今年５月に農
水省が公表したガイドラインの定義もこれらを反映していると見受けられます。 
年明けは、日本の動向を中心に記載したいと思います。良いお年をお迎えください。 
 
図：EU と USA のバイオスティミュラントの定義 

 
 ※訳は農林水産省ウェブサイトより、2025 年 2月 3日の意見交換会（公開）を参考 
  https://www.maff.go.jp/j/syouan/biostimulant.html 
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